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＜本日お話したいこと＞

＜経団連・産学協議会＞
１．Society 5.0人材に求められる能力・資質と求められる大学・大学院教育

２．採用・雇用の変化、目指すべき仕事と学びの関係

３．新たなインターンシップのあり方

＜富士通＞
４．ジョブ型人事制度の導入

５．高度専門人材に対しての取り組みについて



はじめに

産学協議会で合意した具体的なアクションを、大学、企業は実践し、次世代に相応しい
大学教育と採用の実現に結びつけていく

わが国が直面する
内外の課題
〇少子高齢化
〇自然災害の多発
〇地球環境の危機化
〇感染症の拡大
〇大国間の覇権争い 等

Society 5.0実現の鍵は「人材」

 Society 5.0の実現に
よる社会課題の解決
と持続的成長の実現

 SDGsの達成に貢献

 産学協議会の問題意識
採用日程のあり方だけではなく、学生・大学・企業の多様性を前提に、
Society5.0において新たな領域に挑戦し社会に付加価値をもたらすことの
できる人材を、産学がいかに協働して育成し、それをどう実現していくかを、
未来志向で議論すること

特に、Society 5.0人材の育成にあたる大学教育のあり方と、
企業における採用・インターンシップのあり方を中心に議論

デジタル技術
の活用による
ＤＸの進展

２
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Society 5.0において求められる能力と資質

高等教育
にて育成

初等中等
教育にて
育成

課題発見・解決力
未来社会の
構想・設計力

高度専門職に必要な知識と能力

論理的思考力と規範的判断力
リベラルアーツ教育を通じて涵養

相互に
関連

リテラシー
数理的推論・データ分析力、論理的文章表現力、外国語コミュニケーション力、ITスキル、
プログラミング的思考、情報選択力・情報リテラシー、技術活用に関する倫理観 など

素質
リーダーシップ、失敗を恐れず果敢に挑戦する姿勢、自己肯定感、忍耐力、

他者と協働する力、新しいことを学び続ける力、変化を楽しむ力など

基礎学力
読み書き能力（読解力を含む）、計算・計数能力、基礎的な英語力 など

【出典：採用と大学教育の未来に関する産学協議会「中間とりまとめと共同提言」（2019年４月22日）、
経団連「Society 5.0 –ともに創造する未来 – 」（2018年11月13日）を基に経団連事務局にて作成】

〔Society 5.0で求められる能力と資質〕

 経団連と国公私立大学のトップで構成される「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」
では、Society 5.0において求められる人材の能力と資質について以下のように整理し、合意。
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採用の観点から、大卒者に特に期待する資質・能力・知識

 特に期待する資質として、回答企業の約８割が「主体性」、「チームワーク・リーダーシップ・協調性」を挙げた。
変化の激しい人生100年時代を迎え、「学び続ける力」と回答した企業が４割近い。

 特に期待する能力として、「課題設定・解決能力」、「論理的思考力」、「創造力」が上位。いずれもSociety 5.0において
求められる能力として、産学協議会で産学間で認識が一致したもの。

 特に期待する知識として、「文系・理系の枠を超えた知識・教養」が最も多く、リベラルアーツ教育や文理融合教育を重視した
教育の実践が重要。専門教育の重要性も認識。

<特に期待する資質＞

注：資質・能力・知識についてそれぞれ３つまで選択可能
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傾聴力

発信力

情報活用能力・
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異文化理解力

外国語能力
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84 .7%

75 .8%

61 .8%

34 .4%

16 .4%

6 .2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文系・理系の枠を

超えた知識・教養

専攻分野における

基礎知識

専攻分野における

専門知識

数理・データサイエンス・

AI・ ITに関する専門知識

専門資格

その他

(n=372)

【出典：経団連「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」(2022年１月18日)】

<特に期待する能力＞ <特に期待する知識＞
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グローバル化に対応した大学教育、
海外留学、海外大学との教育連携

 これらの教育と専門教育とをバランスよ
く学修（教育の両輪）

 人文科学・社会科学・自然科学を幅広く
学修する教育プログラム、メジャー・マ
イナー、ダブル・
メジャー、学部、研究科等の組織の枠を
越えた学位プログラム等

ＰＢＬ等の課題解決型教育リテラシーとしての数理・
データサイエンス・AI教育

文理融合教育・STEAM教育・
リベラルアーツ教育

 リテラシーレベルの数理・データサイ
エンス・AI教育
プログラムを必修科目として位置付け

 幅広い大学で「情報Ⅰ」を入試科目に
追加

 PBLに関するノウハウを関係教員間で
共有。教員研修を実施

 大学と企業等を結ぶコーディネート
人材の育成・配置、実務家教員の登用
を促進

 大学自体のグローバル化、海外大学との
教育研究ネットワーク構築を推進

 双方向の留学生交流を一層推進
 オンラインと実留学を組み合わせた多様
な留学機会の提供、奨学金充実など留学
支援を強化

 コロナが収束した段階で外国人留学生の
入国制限を緩和

 英語で履修できるカリキュラム拡大や
学生の英語力の向上、外国人留学生への
キャリアサポート等により魅力ある留学
先に

 秋季入学・卒業の導入など学事暦改革の
推進

新しい時代への対応に向けて経済界が期待する大学教育改革（今後、重視すべき教育内容）

キャリア教育等

 「産学協働で取り組む学生のキャリア形
成支援」(※）を推進
※産学協議会４類型

 地域企業と学生をつなぐインターンシッ
プの機会を提供

起業家教育

 政府は起業家人材のプラッフォームを
構築。幅広い大学で起業経験者がゲスト
講師として登壇

 各大学は、リカレント教育として、社会
人に起業を促すプログラムを開発・普及

リカレント教育
 各大学は、経済界のニーズを踏まえつつ、リカレント教育プログラムを充実。オンラインの
活用により、時間と場所に縛られない多様な履修形態を可能とすることが肝要

 企業は、受講する社員の経済的支援や休業・休暇制度の導入を検討
 産学連携によりリカレント教育プログラムを共同開発・実施する大学や、質の保証された
リカレント教育プログラムを実施する大学等に対し、国は財政面や教員確保等の支援など、
環境整備を図るべき

【出典：経団連「新しい時代に対応した大学教育改革の推進－主体的な学修を通じた多様な人材の育成に向けて－」(2022年１月18日)】
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90.5%
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41.1%
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92.7%

50.0%

26.8%

91.4%
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通年採用

職種別・コース別採用

ジョブ型採用

100%   80% 60%   40%    20%    0%

(1) 経団連アンケートによると、企業は、概して、既卒者の採用を増やす傾向。

(2) 企業は、即戦力となる人材や外国人など多様な個性・才能を持った優秀な人材を確保するため、新卒一括
採用に加え、新卒者・既卒者を問わず、通年採用(新卒55％、既卒91％）、職種別・コース別採用

(新卒52％、既卒54％）、ジョブ型採用(新卒19％、既卒44%）など、採用の多様化・複線化を進めていく傾向。

（複数回答可）

【出典：経団連「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」 (2022年１月18日)】

経済界が求める人材像と採用動向（今後５年程度先を見通した採用動向）

＜新卒者と既卒者の採用割合＞

5.3%

23.7%

17.8%

19.9%

9.0%

8.2%

4.8%

2.9%

3.5%

1.3%

1.9%

1.6%

1.6%

8.4%

10.3%

15.6%

11.1%

10.8%

4.2%

3.2%

2.4%

1.1%

1.3%

30.1%

0% 10% 20% 30% 40%

今後５年程度先のトレンド

(n=379)
過去３年程度のトレンド

(n=376) 新卒者：既卒者

これまで実施新卒者 (n=370)

今後５年程度先実施新卒者 (n=362)

これまで実施既卒者 (n=354)

今後５年程度先実施既卒者 (n=350)

              

＜新卒者・既卒者の採用方法の動向＞
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 「主として、即戦力の外部採用」の回答が多い分野は、「数理・データサイエンス・AI」、「システムエンジニアリング、プロ
グラミング」、「法律・知的財産」。これらの分野は、「社内育成と外部採用が同程度」と合わせると過半数を占める。即戦力
を有する専門人材を外部採用することで、育成・訓練にかかる時間を節約し、環境変化に即応したいと考えている企業が多い。

 「主として、社内で育成」が過半数を占めた分野は、「経営幹部」、「人事・人材開発」、「マーケティング・広報」。

＜分野別専門人材の採用・育成動向＞ ＜即戦力を有する専門人材の外部採用を行う理由＞

41.9%

25.3%

4.1%

5.7%

14.2%

5.4%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境変化への即応

育成・訓練にかかる

時間の節約

育成・訓練にかかる

コストの節約

社内の活性化

イノベーション創出

生産性の向上

その他

(n=296)

注：分野別専門人材の採用・育成動向において、１つの分野でも「主として、即戦力の
外部採用」あるいは「社内育成と外部採用が同程度」と回答した企業を対象に調査
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24.3%

6.4%

19.9%
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6.9%
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32.2%
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25.5%

34.5%

35.0%
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0.0%

0.0%

2.4%

0.3%

5.6%
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12.9%

14.1%
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8.2%

8.2%

11.1%

11.9%

64.8%
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数理・データサイエンス・AI

(n=376)

システムエンジニアリング、

プログラミング(n=379)

研究・開発

(n=376)

法律・知的財産

(n=377)

財務・会計

(n=377)

人事・人材開発

(n=378)

マーケティング・広報

(n=379)

経営幹部

(n=378)

その他

(n=54)

主として、社内で育成 主として、即戦力の外部採用

社内育成と外部採用が同程度 専門人材を必要としない

未定

専門人材の採用・育成（今後５年程度先のトレンド）

【出典：経団連「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」(2022年１月18日)】
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Society 5.0 for SDGs課題解決による価値創造 地方創生DX

新しい時代に対応する教育

新しい時代に対応する働き方・雇用制度

イノベーション促進とエンゲージメント向上
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キャリアアップ・キャリアチェンジ
に資する人材育成

日本型雇用システムの見直し

多様な採用
(採用時期、専門人材
・ジョブ型雇用人材)

副業・兼業
の促進

場所と時間に
とらわれない

働き方

ダイバーシティ
の推進

起業家精神
の育成

円滑な労働移動の促進【B】
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＜Society 5.0に求められる能力・資質＞
教
育DX

で
個
別
最
適
な
学
び
を
実
現

産学連携による
リカレント教育

初等中等教育

高等教育

育成

リベラル
アーツ教育
を通じて
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仕事と学びの好循環［概念整理図］
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【経団連事務局作成】



【「インターンシップ」の定義】
学生が、その仕事に就く能力が自らに備わっているかどうか（自らがその仕事で通用するか

どうか）を見極めることを目的に、自らの専攻を含む関心分野や将来のキャリアに関連した
就業体験（企業の実務を体験すること）を行う活動（但し、学生の学修段階に応じて具体的内容は異なる）

・ジョブ型採用や通年採用の本格的導入をはじめ、企業による採用形態の多様化・グローバル化の推進を念頭に、
中長期的に見た日本の新しいインターンシップのあり方をゼロベースで定義するため意見交換。新たな
インターンシップの定義では、以下を考慮
 学生にとって、学修と将来のキャリアや就職の検討に資する活動はいずれも重要
 インターンシップの実施においては、今後、就職活動に臨む学生に「安心（透明性・円滑なコミュニケー
ションの担保）」「多様な選択肢」の提供を心掛ける

インターンシップの推進に当たっての基本的考え方（３省合意）における定義
 インターンシップは、「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」「企業等の

場における学生に対する教育活動」
 実施にあたっては、自社の人材確保にとらわれない広い見地からの取組みが必要
 採用選考活動開始時期までに（４学年次６月以前に）企業がインターンシップ等で取得した学生情報は、基本的に

広報活動・採用選考活動に使用できない

【産学協議会 採用・インターンシップ分科会における問題提起】
「模擬的な作業を含め、業務を体験する場面が全くないもの」もインターンシップとされていることや、多くの学生が
「就職活動に直接的なメリットをもたらすと期待される短期インターンシップ」への参加を偏重する傾向にある点が最近
のインターンシップをめぐる混乱につながっている

中長期的な視点に立った新たなインターンシップのあり方【定義】

9【出典：採用と大学教育の未来に関する産学協議会 2020年度報告書「「ポスト・コロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進」」(2021年４月19日)】



学生のキャリア形成支援における産学協働の取組み【全体像】

10【出典：採用と大学教育の未来に関する産学協議会 2020年度報告書「「ポスト・コロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進」」(2021年４月19日)】
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ジョブ型人事制度の導入
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1. 事業戦略に基づいた組織、
ポジションのデザインへの
見直し

2. 責任権限・人材要件の明確
化
(Role Profile/ Job Description)

1. 人材育成方針の見直し
（On demand型教育の導
入）

2. 1on1ミーティングの推進

ジョブ型人材マネジメントへのフルモデルチェンジ

© 2022 Fujitsu Limited

事業戦略に基づいた
組織デザイン

1. 職責ベースの報酬体系

2. 高度専門職系人材処遇制度

3. 評価制度見直し

チャレンジを後押しする
ジョブ型報酬制度

1. 人員計画の見直し

2. ポストオフやダウングレー
ドの実施

3. ポスティングの大幅拡大

事業部門起点の人材
リソースマネジメント

自律的な
学び/成長の支援
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事業戦略に基づいた組織・ポジションデザインへの見直し

© 2022 Fujitsu Limited

戦略・ビジョン

戦略を実現するための
組織設計

現有人材

戦略を実現するための
人材

戦略・ビジョン

現有人材に基づく
組織のパフォーマンス

現有人材

GAP

GAP

従来の日本型人材マネジメント
～適材適所～

グローバル共通の
ジョブ型人材マネジメント

～適所適材～

現有人材に基づく
組織設計

事業戦略に基づいて組織をデザインし適材をアサイン
年功的人事から脱却し、グローバル標準のジョブ型人材マネジメントへ

15



職責ベースの報酬体系
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※富士通および国内グループ会社の
管理職全員（約15,000人）が対象

幹部社員区分 報酬

GP

GM

M

職能ベース 職責ベース
FUJITSU Level 報酬

SVP XX万円
VP XX万円
15 XX万円
14 XX万円
13 XX万円
12 XX万円
11 XX万円

個人が担う職責を即座に報酬に反映
より大きな職責へのチャレンジ意欲を喚起

• グローバル共通の基準で職責を格付け（FUJITSU Level）
• 月俸はFUJITSU Levelごとに定額。Fujitsu LevelのUp/Down時に報酬改定
• 今後、市場価値をベンチマークしながら報酬水準を見直していく
• 役職離任の運用を見直し、ポストオフ・ダウングレードを実施

職
責

月
俸

(

レ
ベ
ル
別
定
額)

職
能

月
俸(

レ
ン
ジ)
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ポスティングの大幅拡大
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ポスティングの大幅拡大これまで

人材の流動化 / 多様性の向上、適所適材の実現、
オープンでチャレンジングな風土醸成を目的にポスティングを大幅に拡大

組織が、業務都合や本人の成長を考え、
配置転換 / ローテーション / 昇格を計画・実行

本人が実現したいキャリアプランを自律的に考え、
ポスティングで異動や幹部社員昇格を目指す
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高度専門人材に対しての取り組みについて
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富士通が求める人材

© 2022 Fujitsu Limited19

自律的に社内外の人と対話することで将来の社会課題を意識し、
自身の技術と他の技術やビジネスを有機的につなげることで、 イノベーションを創出できる人材



有償インターンの展開
 数か月間の業務を通して専門性・ジョブとのマッチングを確認の上、優秀な人材は獲得へ
文科省主催 ジョブ型インターンシップ推進事業への参画

【参加大学一覧】10/12時点

北海道大学
筑波大学
熊本大学
東京大学
東京工業大学：物質理工
学院、工学院、生命理工
学院、理学院、環境・社
会理工学院
お茶の水女子大学
大阪大学
九州大学 等

【スケジュール】
11月 受入れ職場調整

（研究所に打診中）
1月 公募→スカウト

→応募→選考
2月（マッチング次第）

インターン開始
20 © 2022 Fujitsu Limited



卓越大学院プログラムとの連携（九州大学）
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学生の博士離れを食い止めるだけでなく、
社会との共創を実践しイノベーションを創発できる人材の育成・採用につなげる

 数か月間の業務を通して専門性・ジョブとのマッチングを確認の上、優秀な人材は獲得へ

21

出典：九州大学 マス・フォア・イノベーション卓越大学院 概要資料



Global Fujitsu Distinguished Engineer 
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優秀な技術者のリテンションやエンゲージメント向上を図るとともに、
コア人材や社外から優秀なエンジニアを獲得する

 ビジネス成長戦略にとって重要な技術領域において卓越した
技術力を保有し、ビジネス貢献している最高峰のエンジニア
をグローバル共通の基準で認定。

 富士通グローバルで32名にGlobal FDEの称号を付与。

 グローバルでビジネス・技術・人材の各戦略を加速し、
人や社会、経済の発展に貢献する。
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Thank you
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